
 
 
 
 

2023 年度 

くさつラウンドテーブル 

第３回 ８月２０日（日） 13:30～16:00 
場所 ： 草津市民総合交流センター（キラリエ草津）  ５０２．５０３会議室 

 

．．． ．．．． 
テーマ 「あなたもでれる・関われる！ 国スポ・障スポ」 

～する みる 支える 知る“ＡＬＬくさつ”でつなぐ健幸スポーツのまち～ 
 

 

＊対象  ：  どなたでも参加できます 

＊定員  ：  ５０名  （定員になり次第締め切ります） 

＊申し込み  ：  メールまたはＦＡＸでお願いします。（申込は裏面へ） 
 

 

ラウンドテーブル ・・・ テーマに沿って、参加者がフラットな立場で、意見交換を行います。 

 
【今後の予定】 202３年度は７回開催で準備中です。会場はすべて、キラリエ草津５０２．５０３です。

第４回 Step1 10 月 3 日（火） 【朝昼の部①】 1３:30～１６:00 

第５回 Step１ 11 月 22 日（水） 【夜の部①】 1８:30～21:00 

 

テーマ 未定 

以降 第６回 Step２ 【朝昼の部②】 １２月１９日（火） ９：３０～12:00 

第７回 Step２  【夜の部②】 ２月８日（木） 1８:30～21:00 

主催 

実施事務局

協力 

草津市まちづくり協働課 くさつラウンドテーブル世話人会 

認定特定非営利活動法人しがＮＰＯセンター 

公益財団法人草津市コミュニティ事業団 

ラウンドテーブルの第３回目のテーマはスポーツです。草津市では「健幸都市くさつ」の中で、幅広い健康づくりやスポー

ツへの参加を進めていますね。でも今少し気になるのは「国スポ・障スポ」の情報かも。大きなプールもできてきたから水

泳競技はあるみたいだけど、テーマの「でれる・関われる」ってどういうこと？これから草津市で何が起こるの？１９８１年

の滋賀国体とは違うの？などなど、気にかかる方は「ちょっと余裕のある日曜日の午後、涼みがてらに」お越し下さい。

スポーツを「やる、みる」だけでなく、「知る、支える」「つなぐ」などという視点で、みんなで考えてみましょう。 



 
 

 
 

Step１ 「状況や課題の共有」 

掲げたテーマに関わる状況や、みなさんの活動上での悩みを交流し合い、課題をみんなで共有します。 

 

Step２ 「課題解決のアイデア」 

共有された課題に対し、その分野に関心のあるさまざまな人が集まり、解決策を話し合います。解決のためのアイデアが、みなさんの

次の取り組みにつながるヒントになればいいかも。 

 

Step３ 「アイデアの実現と協働」 

Steｐ２により出されたアイデアが新たな事業展開につながりそうな場合は、関連主体のみで集まり、協働への可能性を探ります。 

 

 

 

 

第３回くさつラウンドテーブル 参加申込書 しめきりは ８月１７日（木）です 

 
申し込みはメール、またはＦＡＸでお願いします。電話での受付は行っていません。

ひとつの団体から２名までの申し込みが可能です。 

団体に所属していない方でも参加できます。 

 

 

 
 

お名前 

  

 
団体・所属 

 
（あれば） 

 

 

住所 

 
（2名の場合は

代表者） 

 電話番号 

 
（2名の場合は代

表者） 

 

メールアドレス  

参加申込先 草津市まちづくり協働課 ＦＡＸ ０７７－５６１－２４８２ 

メール machi@city.kusatsu.lg.jp 

※本年度より市の電子申請システムで申し込みができるようになりました。ご活用ください。 
 

＜ 申 込 

パソコンから申し込む場合 

方 法 ＞ 

スマートフォンから申し込む場合 

１．「草津市電子申請」で検索 

２．手続き一覧から「ラウンドテーブル」で検索 

３．申込画面に必要事項を入力 

４．申込完了通知メールを受信 

５．草津市で受理後、受理通知メールを受信 

１．上記QRコードを読み込む 

２．申込画面に必要事項を入力 

３．申込完了通知メールを受信 

４．草津市で受理後、受理通知メールを受信 

 

くさつラウンドテーブル  は、テーマに沿ってみんなで話し合う場所です。  こんな流れで行います。 

（草津市協働のまちづくり推進計画より） 

草津市民総合交流センター（キラリエ草津）では行政や中間支援組織が中心となり、地域課題の解決を

図るための“対話”による「意見交換の場」、「気づき、学びの場」となるラウンドテーブル（円卓会議）を設ける

ことで、各主体の関わりを生み出しながら、フラットな立場での意見交換を行い、課題解決の対応策や協働

事業の実現を目指します。 


